
生殖科学研究分野（Reproductive Science) 

　ほ乳類における生殖制御メカニズムの解明は、ウシやブタなどの家畜の生
産効率の向上に資する新たな繁殖制御法の開発に繋がります。ほ乳類の生殖
活動は、神経系と内分泌系を中心とする脳と性腺のインタラクションにより
綴密な制御を受けています (下図)。本研究分野は、ほ乳類の生殖を支配して
いる生理メカニズムや性の成立機構を明らかにすることを目的として、生殖
系を支配する神経内分泌メカニズムについての研究を行っています。主に
ラットやマウスなどの実験動物をモデル動物として用いますが、共同研究等
によりウシ、ブタなどの家畜や、ヒトのモデルとしてのサルも扱います。 
　本研究分野では、生殖の神経内分泌学に関する基礎的な研究を進めるとと
もに、それらの知見を畜産に生かすことを目的としており、農業系研究機関
などとの共同研究も活発に行っています。さらに本研究分野での研究成果は、
ほ乳類全般に共通する知見であるためヒトの生殖医療の改善ためにも活用さ
れています。 
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日本・世界の畜産物需要の増大による
食料危機を解決 

野生害獣による農作物被害
(農業者の意欲減退）の軽減 

私達の最近の研究テーマ・アプローチ・成果と目標 
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私達の研究の目標 
私達の研究成果が新聞や 
テレビで報道されました 

 研究テーマ 
・卵胞発育・排卵、および正と負のフィードバックメカニズムの解明 
・脳のエネルギーセンシングと生殖機能の制御メカニズムの解明  
・脳の性差の発現メカニズムの解明 
・性成熟のメカニズムの解明 

 アプローチ 
・丸ごとの動物を用いた生理学的手法による脳の生殖制御メカニズムの解明 
・遺伝子改変モデル動物（ラット・マウス）を用いたキスペプチンニューロン 
　の生殖制御メカニズムの解明 
・ブタなど家畜やサルにおけるキスペプチンニューロンの役割解明 
・マイクロアレイや次世代シーケンサーを用いた新規な生殖制御分子の探索 
・培養系や成体を用いたin vitro およびIn vivo 実験系によるキスペプチン 
　ニューロンや栄養センサーの分子制御メカニズムの解明 

  最近の成果 
・視床下部前方（前腹側室周囲核や視索前野）のキスペプチンニューロンが 
　サージ中枢であることを明らかにし、エストロジェンの正のフィードバック 
　のエピジェネティック機構を解明しました。 
・キスペプチン遺伝子ノックアウトラットの作成に 
   成功し、生殖機能が抑制されることを証明ました。 
・上衣細胞が栄養センサーであることを証明するため 
   の上衣細胞ビーナスマウスの作成に成功しました。 
 
 
  


